
個と協働的な学びをつなぎ
資質・能⼒を⾼める社会科学習

№１

秋⽥⼤学教育⽂化学部附属⼩学校
社会科部 鈴⽊ 聡

－第６学年の実践を事例として－

令和２年度
第４回校内実践発表会 令和２年10月19日

発表内容
１ 社会科研究テーマ・課題

２ 社会科の研究の重点

３ 第６学年の実践「戦国の世から天下統⼀へ」
（１）実践の概要
（２）重点１に関わる⼿⽴てと⼦どもの姿
（３）重点２に関わる⼿⽴てと⼦どもの姿
（４）成果と課題

№２
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№３１ 社会科研究テーマ・課題

社会的事象の「⾒⽅・考え⽅」を
⾃覚的に⽤いて課題を追究し，
社会と⾃分とのつながりを⾒いだす
⼦どもを育む学び

研究テーマ

１ 社会科研究テーマ・課題 №４

➀問題解決の⾒通しをもって仲間と協働的に
追究するための単元構成の⼯夫

➁活⽤した社会的事象の「⾒⽅・考え⽅」が
適切であるのかを，⾒つめ直す省察の場の⼯夫

昨年度の実践の課題
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２ 社会科の研究の重点 №５

重点（１）
問題解決の⾒通しをもち，社会的事象に
ついて仲間と協働的に追究するための
「選択・決定」を位置付けた単元構成の⼯夫

重点（２）
社会的事象についての認識の深め，
⾃分なりに意味付けることに結び付くための
省察の場の⼯夫

２ 社会科の研究の重点 №６
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№７２ 社会科の研究の重点

重点（１）
問題解決の⾒通しをもち，社会的事象につ

いて仲間と協働的に追究するための
「選択・決定」を位置付けた単元構成の⼯夫

キーワード
・学習問題の解決への⾒通し
・⼤きな「選択・決定」の場
⇒追究していく学習課題を設定する場
・⼀⼈⼀⼈がそれぞれ調べたり考察したり
する複線型の展開

№８２ 社会科の研究の重点

重点（２）
社会的事象についての認識の深め，

⾃分なりに意味付けることに結び付くための
省察の場の⼯夫

キーワード
・⾃分なりの社会的事象の特⾊や意味
についての捉え，それを⽀える根拠や
理由が妥当であるのかを⾒つめ直す
・様々な集団で「対話」する活動の設定

42



№９３ 第６学年の実践－実践の概要－

単元名
戦国の世から天下統⼀へ（総時数７時間）

本単元で育む主な資質・能⼒
キリスト教の伝来や，織⽥信⻑・豊⾂秀吉の働
きに着⽬して，戦国の世が統⼀されたことを捉え，
⼈物の役割を考える。（ｲ-26）

№10

本単元の学習活動で働かせる
主な「⾒⽅・考え⽅」

・推移や背景に着⽬し，戦国の世の統⼀につい
て，戦い⽅の⼯夫，政策，外国との関わりの
複数の視点を関連付け・総合して考える。

３ 第６学年の実践－実践の概要－
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№11３ 第６学年の実践－重点（１）に関わって－

学習問題の設定
導⼊で提⽰した戦国⼤名や信⻑・秀吉の年表の資料から

読み取ったことを基に，本単元で解決したいことを⼦どもの
問いを基に設定

２/７時間⽬ 板書

№12
３ 第６学年の実践－重点（１）に関わって－

予想を考える場 予想の共有

学習問題を解決するための視点の設定
２/７時間⽬ 板書
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№13３ 第６学年の実践－重点（１）に関わって－

視点を踏まえ，⼀⼈⼀⼈が学習課題を設定

外国とのかかわり
・外国とのかかわりを強めたと思う。だから，どのようなことをしてかかわ
りを強め，国の発展につなげたのか調べる。（Ｂ児）

戦い⽅
・鉄砲などの秘密兵器を使って勢⼒を広げたと思う。だから，どのよう
な道具や戦法を使ったのかについて調べる。（Ａ児）

政治
・⾃分の役職や権⼒を使って勢⼒を広げたと思う。だから，政治の仕
組みなどを調べる。（Ｃ児）

№14３ 第６学年の実践－重点（１）に関わって－

考えの修正－クラゲチャートの活⽤ー
Ｄ児 E児
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№15３ 第６学年の実践－重点（２）に関わって－

同じ課題ごとの情報交換①
戦い⽅ 外国との関わり 政治

３⼈で情報交換し，学習問題についての考えとそれを
⽀える根拠を整理

№16３ 第６学年の実践－重点（２）に関わって－

異なる課題ごとの情報交換②
①戦い⽅ ②外国との関わり ③政治

３⼈で情報交換した上で，各視点ごとに
キーワードを整理
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№17３ 第６学年の実践－成果と課題－
成果
・学習問題の解決のために，学習課題を追究する姿が⾒られた。
⇒根拠を増やす・根拠をつなげる

・複数の視点を関連付けて考える姿が⾒られた。
⇒戦での鉄砲活⽤⇔商業都市の⽀配
仏教勢⼒を武⼒で制圧⇔キリスト教の保護

⼤きな「選択・決定」の場の設定や視点を変え
た情報交換の活動は省察する上で有効
（個と協働的な学びの往還）

№18３ 第６学年の実践－成果と課題－

課題
・⾃分の学びの状況を⾒つめる⼒の⾼め⽅
⇒考えやそれを⽀える根拠の妥当であるか，
曖昧な部分はないかなど，
振り返ることができるようにするための⼿⽴て

・調べ活動での不⾜を補うための⼿⽴て
⇒⼦どもの調べ活動では補いきれない学習内容を
単元を展開する中で，いつ，どのように取り上げるのが
効果的であるのか。
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№19

参考⽂献
・資質・能⼒を育成する教育課程の在り⽅に関する研究報告書１〜使って育てて21世紀を⽣き抜くため
の資質・能⼒〜 プロジェクト研究「資質・能⼒を育成する教育課程の在り⽅に関する研究」研究代表
者 髙⼝努 2015 国⽴教育政策研究所

・⾃治体との連嶺による協調学習の授業づくりプロジェクト 協調学習 授業デザインハンドブック－知識
構成型ジグソー法を⽤いた授業づくり－ 三宅ほなみ他 2015 東京⼤学 ⼤学発教育⽀援コンソー
シアム推進機構

・澤井洋介の社会科の授業デザイン 澤井洋介 2015 東洋館出版

・⾒⽅・考え⽅「社会科編」澤井洋介 加藤寿朗 2017 東洋館出版

・「主体的・対話的で深い学び」を実現する社会化授業づくり 北俊夫 2018 明治図書出版
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